
 

 

「アートの魅力でまちづくり」～アーティスト紹介コーナー～ 

いやしろち 代表 秋山
あきやま

 章子
しょうこ

さん（陶芸家） 

  

 “栃木県益子町”といったら何を想像されますか？多くの方が『益子焼』を連想されるのではないで

しょうか。今回ご紹介するのは、そんな益子町の「大宿窯」で 11 年間修行を積み、伝統的工芸品産業

復興計画益子焼後継者育成事業研修課程を修了した陶芸家でいやしろち代表の秋山 章子さんです。 

雄和椿川にある窯元は、先代の妻から譲り受けた「松
しょう

韻
いん

窯
がま

」。秋山さんは「全てがご縁です。今でも

あの時のことを思い出すと気持ちが高ぶります。」と雄和の地で陶芸が出来る喜びを噛み締めておられ

ました。 

人と人とのつながりを最も大切にされる秋山さんは「始めた頃と今では意識が全く違います。仲間た

ちとの出会いも含め、何かをやり続けるというのは、私にとってすごい財産になっているんです。」と

いうとおり、同業のアーティスト仲間と毎年開催している工房展にも積極的に参加されております。 

「自分自身に向き合い、自分は自然の一部なんだと感じられる環境で陶器づくりができることに日々

感謝しております。」と目を輝かせて語ってくださいました。 

そんな秋山さんの作品は、灯油窯と赤松を使った窖
あな

窯
がま

で焚きあげており、毎日の暮らしに寄り添う、

使いやすく優しいフォルムのものから、勢いとリズムのあるものまで並んでおります。 

空気が清々しく清らかで、体はリラックスし、心も穏やかになるような空間、まさしく“パワースポ

ット”そのものである「いやしろち」へぜひ一度足を運んでみて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アーティスト☆アトリエ散策モニターツア 

ーで美大生に窯場を説明する秋山さん 

ロクロはお手の物!! 

大変貴重な２つの窖窯。焚きあげには 

数日間夜通しで火をいれるとのこと 


